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令和３年度連携事業計画： 

自然災害伝承碑の情報整備と防災教育への展開（新規） 

 

   

図 山梨県における自然災害伝承碑とその例（出典：地理院地図） 

【事業の概要】 

東日本大震災以降、過去の災害の教訓を活かし、伝えることの重要性が広く認識され

るようになっている。こうした状況を受けて、国土地理院は、令和元年６月 19 日に「先

人が伝える災害の教訓『自然災害伝承碑』を地図で発信」を発表し、災害伝承碑の整備

に取り組んでいる（令和 3 年 3 月 3 日時点で公開数は 47 都道府県 257 市区町村で 861

基）。しかしながら、山梨県においては、令和 3 年６月２日現在で 19 基に留まってお

り、さらなる伝承碑の情報整備が求められている。そこで本事業では、山梨県における

自然災害伝承碑のさらなる充実を図り、整備した伝承碑の情報の活用法の 1 つとして、

防災教育への展開を検討することを目的とする。 

【役割分担】 

(1) 山梨大学：自然災害伝承碑の情報分析、防災教育への展開の検討 

(2) 甲府河川国道事務所：自然災害伝承碑の情報整備、防災教育への展開の検討 


